
 

 

江戸時代の江戸・日本橋を起点とする 5つの陸

上交通路で慶長６年(1601）に徳川家康が、全国

支配のために江戸と各地を結ぶ以下の5つの街道

を整備し始め、四代将軍家綱の代になって基幹街

道に定められました。 

街道整備には一里ごとに一里塚を設けたほか、

一定間隔ごとに宿場を用意し、東海道、日光街道、

奥州街道、中山道、甲州街道の順に整備され、万

治 2年(1659年）以降は新たに設置された道中奉

行の管轄に置かれました。 

 

年に 4回 JASSのイベント企画を考えるのもな

かなか大変なことで、今までやっていないイベン

トを企画しようと考えるとなおさらです。 

そんな折、ある会合が箱根湯本であったので東

海道本線二宮駅から湯本まで 15kmを歩くことに

しました。その途中で、いっそのこと歩くイベン

トを、それも距離の長いコースなら 1～2年企画

を考えなくてもよいと思いました。 

今まで個人で東海道、熊野古道、利根川など歩

いた経験も生かせるかもしれない。 

こんな単純な動機で始まったのが街道歩きです。 

街道歩きと言えば真っ先に上がるのが東海道

ですが、日本橋から京都三条大橋まで 496kmをど

う歩くか、年齢も考えれば 10～15kmが妥当な距

離でしょうが、それでは期間が長くなります。お

もいきって一日 20kmとしました。 

 

初めて JASSネットに掲載したのは 2006年秋 

 

号で「東海道 53次京都まで歩こう、定員 10名催

行 3名以上」の内容でした．こんな計画に参加者

がいるのか3名集まればなんとかなるかと思って

はいましたが、結果は１回目 22名、２回目 25名、

３回目 31 名の参加者になり、予想以上の反響に

うれしい悲鳴となりました。 

 

計画作成は最初に、パソコンの地図ソフトをつ

かって全コースの地図を印刷します。東海道では

A4で 80枚(中山道 93枚)、歩くコースに赤線を引

き、距離測定機能を使ってルート上をプロットし、

20km付近の歩き終わりの駅を探します。 

その付近に駅があればいいのですが、ない場合の

方が多く 27km歩いたこともありました。 

各街道の全体計画は、実施日・集合場所・歩行

距離・標高などを東海道、中山道では約 2年分を

つくり、参加者の日程確保に役立ててもらいまし

た。 

各回の計画は、コース沿いにある名所旧跡、寺

社、遺跡、一里塚、城址、石仏などを記入した地

図を事前にメンバーに配布しました。 

これはコースを理解することと集合時間に遅れ

た場合には 1つ先の駅で待つことや、タクシーな

どを使って追いつけるようにと考えたからです。 

 

第 1回は 2006年 10月 24日 10時にいよいよ日

本橋を22名で出発、品川宿本陣跡の公園で昼食、

川崎駅に向っている途中メンバーから、反省会の

要望があったため川崎駅隣の居酒屋で第１回の

反省会をしたのに味をしめ、この一杯のために歩
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いているんだといいつつ、中山道の終点草津まで

毎回反省会の連続でした。 

 

東海道の最後にメンバーをできるだけ固定したいと

思い始め、次の甲州街道からは「歩き力」のわかってい

るメンバーでサークルを発足させました。 

歩き力不明な人が途中で歩けなくなったり、怪我や

病気が発生した時には、誰かが付き添って病院なり駅

まで同行しなければなりませんが、歩いている誰かが

犠牲になってしまうので、極力そういう事態は少なくし

なければと考えていたからです。 

 

五街道での集合・出発は 10時と決めていましたので、

昼食は6kmから8kmの間で取ることになります。その近

くに 20名で食事が出来る店はまずありません。やむを

得ず神社、寺、公園でトイレと水がある場所を選んで食

事の場所としますので、どうしても現地調達のコンビニ

弁当が中心になります。そんなことで地方の名物は浜

松でうなぎを食べただけです。 

 

とろろ汁で有名な静岡丸子宿「丁子屋」の前を 

通過したのは開店前だった 

 

 

街道を歩いた記念になにか残そうという話がおこり、

メンバーの知人のイラストレーターに依頼をして巻物を

つくることになり、出来上がったのが 20部限定のオリジ

ナルの「絵巻物」です。 
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どれも２m近いもので、私たちの宝物となっています。 

五街道を歩き終えた現在、交通事故や怪我などを心

配していましたが「やっぱりやってよかった」が素直な

気持ちです。 

街道歩きの詳細は専門の案内書があるくらいで、ここ

では到底書くスペースがありませんので、裏話になっ

てしまいました。 

私たちの足跡は、JASSホームページの「サークルの

ご案内」ページの「サークル活動風景」欄にも掲載しま

したので合わせてご覧ください。 

 

記 JASSサークル「街道20kmを歩く会 

井上太和 

サークル「街道20kmを歩く会」結成 

名 物 が 食 べ ら れ な い  

巻 物 の は な し  


